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3次元地質・地盤モデリングソリューション ２０２５年６月１７日

今日から使える！

GEORAMAの実務で役立つテクニックと最新動向
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GEORAMAとは
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BIM/CIMモデルには、
地盤も関係するからなあ・・・

構造物はいろんなCADで作れるけど、
地盤はどうやってモデル化するの?

3次元地質・地盤モデリングソリューション

地質断面図から３次元地質モデルを作成する
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GEORAMAとは
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GEORAM
A
GEORAMAはAutodesk Civil 3Dのアドオンツール

3次元モデル
地質モデルの作成

構造物・地表面の作成

など

GEORAMAは独立したソフトウェアではなく、Autodesk Civil 3Dのアドオン(機能拡張)ソフトウェアです。

そのため、操作性はAutoCADに準拠し、データ形式もDWGなどAutodesk製品に準拠しています。

Autodesk 
Civil 3D

Autodesk 
AutoCAD

Autodesk 
Map 3D

土木3次元設計
BIM/CIMデータの作成・編集

CADデータとGISデータに
よるマッピング

汎用２次元CAD
汎用３次元CAD

GEORAMA 3次元地質モデルの作成
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GEORAMAの特徴
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AutoCADのデータ形式

DWG

 データ引継ぎ・連携が容易

 AutoCADの操作性を踏襲

 BIM/CIM納品形式ファイルの出力

が可能(IFC,LandXML等)

属性付きのモデル作成

 ３次元モデルに属性を自動で付

与(準３次元モデル、サーフェス

モデル)

 ソリッドモデル・ブロックモデル

にユーザ定義属性を定義可能

２次元作業でモデル作成

2D

 ３次元上の操作はほぼ必要なし

 モデルの修正が容易

 既存断面図を利用可能

 モデルの妥当性確認も２次元上

でおこなうことが可能

GEORAMAとは
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ボーリング読込み・管理・可視化

ボーリングXMLファイルを読

み込むことで、地質とボーリン

グ情報が自動保存され、表形

式で確認できます。また、ボー

リング柱状図やボーリングモデ

ルも自動作成されます。

03

地質境界面の推定

地質断面図の境界線を入力

情報として、地層境界面の

推定をおこないます。層順

序などの地質構造はパラ

メータで設定し、作成や更新

に３次元上の操作は必要あ

りません。

04

各種モデル作成

GEORAMAでは、サーフェ

スモデル以外にも様々なモ

デルを作成できます。具体

的には、「ボーリングモデル」、

「準３次元モデル」、「ソリッド

モデル」、「ブロックモデル」

です。

地質断面図作成

02

地質断面図の作成をサポー

トする機能が充実していま

す。GEORAMAの機能を利

用することで初心者でも比

較的容易に地質断面図の作

成がおこなえます。

GEORAMAとは
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01

ボーリング読込み・管理・可視化

ボーリングXMLファイルを読

み込むことで、地質とボーリン

グ情報が自動保存され、表形

式で確認できます。また、ボー

リング柱状図やボーリングモデ

ルも自動作成されます。

GEORAMAとは

読み込み

ボーリング管理

ボーリング可視化

DWG

読込み

ボーリングリスト
ボーリング詳細

詳細の表示
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地質断面図作成

02

地る機能が充実しています。

GEORAMA質断面図の作

成をサポートすの機能を利

用することで初心者でも比

較的容易に地質断面図の作

成がおこなえます。

GEORAMAとは

Civil3Dの機能で作成した地表面

断面位置

準３次元モデル

地質断面図
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03

地質境界面の推定

地質断面図の境界線を入力

情報として、地層境界面の

推定をおこないます。層順

序などの地質構造はパラ

メータで設定し、作成や更新

に３次元上の操作は必要あ

りません。

GEORAMAとは

２次元断面を入力として３次元モデルを作成

最適化原理[1]による地質面の推定

[1] 情報地質 塩野他 1986(11), 197-236, 1986 
日本情報地質学会

曲面(地層境界面)の集合

サーフェスモデル(３次元)

点(線)の集合

推定

地質断面図(2次元)

境界情報

データ補間
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04

各種モデル作成

GEORAMAでは、サーフェ

スモデル以外にも様々なモ

デルを作成できます。具体

的には、「ボーリングモデル」、

「準３次元モデル」、「ソリッド

モデル」、「ブロックモデル」

です。

GEORAMAとは

ブロックモデル

ソリッドモデル
サーフェスモデル

ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル

ブ
ロ
ッ
ク
モ
デ
ル

断面形状(ソリッドモデル)

断面形状(ブロックモデル)

モデル作成



#02 GEORAMAモデル作成フロー
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GEORAMAモデル作成フロー

１ モデル活用
データ連携

モデル作成
フロー

ボーリング
データ読込

地質断面図
作成

地層境界
面の推定

各種モデル
作成

2 3 4

ボーリング交換用データを読
み込む

ボーリング柱状図などの地質情報を
もとに地質断面図を作成

作成した地質断面図の境界線を主な入力と
して地層境界面(サーフェスモデル)の推定
をおこなう

作成したサーフェスモデルをもとにソ
リッドモデルやブロックモデルを作成
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オレンジの境界線を変更

モデル作成(初回) モデル修正

境界面推定

断面図上でモデルを確認

モデル確認

GEORAMAはモデル作成・モデル確認・モデル修正を２次元断面上でおこなう

境界面推定

GEORAMAモデル作成フロー



#03 モデル作成のコツ・ポイント

© 2025 ITOCHU TECHNO-SOLUTIONS Corp.  



© 2025 ITOCHU TECHNO-SOLUTIONS Corp. 15

モデル作成のコツ・ポイント

つまずきポイント①

コツ・ポイント

 予期せぬ場所に境界が出てきてしまう

 境界線が想定位置に出現しない

A

S1

B

予期していない
場所にBが露出

Bを露出しないように
修正したいが…

仮想(境界)ポイントを追加する

仮想ポイントを追加

A

S1

B
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モデル作成のコツ・ポイント

つまずきポイント②

コツ・ポイント

モデル作成前の完成モデルのイメージ
が湧きにくい

３次元モデルの確認のやり方がよくわから

ない

境界プレビューやモデル管理画面を
うまく活用する
確認用の断面図を作成して、入出力境
界をチェックする
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モデル作成のコツ・ポイント

つまずきポイント③

コツ・ポイント

境界線が多く複雑な場合
のモデル作成が大変

一度に全ての境界をモデル作成す
るのではなく、簡易なものから
Step by Stepで作成する

比較的作成しやすいものから順番に作成



#04 GEORAMA活用事例
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GEORAMA活用事例① 杭の根入れ長と土層・地質との関係の可視化

引用：国土交通省 港湾局「BIM/CIM 事例集 ver.2 港湾編」
https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001756362.pdf（参照 2024-12-20）



GEORAMA活用事例② ソリッドモデル使用によると土量算出の効率化
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引用：国土交通省 BIM/CIMポータルサイト「BIM/CIM 事例集」
https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/usecase/index.html（参照 2025-12-20）

BIM/CIM の効果と課題

効果：地質CIM対応ソフトの使用により三次元ソリッ

ドモデルを作成することで、全体的な地層分布の可

視化がなされ、任意位置で自由に断面を作成できる。

また、各地層の全体あるいは区間土量の算出も、自

動で行える(土量は平均断面法による算出)。従来は

断面測線の数10mピッチでの算出であったが、算出

ピッチを任意で設定（上図の例では0.5mピッチ）す

ることができるため、精度の向上にも繋がった。

課題：地質CIM対応ソフトの使用必須なので、ソフト

の習熟に若干の時間が必要。ソリッドモデル作成に

は地質の推定、堆積(優先)順位(モデリング手順)を

理解する必要がある。

土量
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GEORAMA活用事例③ 準三次元断面図の活用により図面作成作業時間の削減

引用：国土交通省 BIM/CIMポータルサイト「BIM/CIM 事例集」
https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/usecase/index.html（参照 2025-12-20）

概要：ダムサイト地質解析の実施にあたり、準三次元地質断面図（パネルダイヤグラム）を活用し、縦横
        断図の交差点チェックを実施した。従前20 日かかっていた内容が4割短縮。

BIM/CIM の具体的な活用方法と課題 :

活用方法：従来、縦横断図の交差点は、縦断図に境界ケバ

（線）を打ち、そのケバを横断面に反映することでチェックを

行っていた。しかし、準三次元地質断面図作成により、断面交

差部分が三次元で可視化されることで、チェックが容易と

なり、断面データの整合にかかる時間が大幅に短縮

された。 CIM 対応ソフトを使用すれば、2Dと3Dが連動し

ているため、従来のケバ打ち作業が不要となり、より直接的

に三次元的編集が可能となる。

課題：CIM対応ソフトを使用すれば、より早く 効率的に作業

出来るが、ソフトの習熟に若干の 時間が必要。パネルダイヤグ

ラムの場合、地質 の推定(モデリング手順)を理解する必要が

ある。
断面交差部の整合性を迅速にチェック＋修正



GEORAMAカスタマイズ事例#05
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GEORAMAカスタマイズ事例

GEORAMA・Civil3D(AutoCAD)のカスタマイズ(開発)等

様々なソリューションを提供できます

SOLUTION

定型の○○の手動作業が自動化されると作業が楽になるのに・・・

GEORAMAに○○の機能があればなあ・・・

PROBLEM

作業支援・省力化ツール GEORAMAカスタマイズ モデル作成の受託



© 2025 ITOCHU TECHNO-SOLUTIONS Corp. 24

GEORAMAカスタマイズ事例

資源系A社

ニーズ・課題点

鉱量の計算に特化したGEORAMAの機能が欲しい(掘削形状作成・鉱量計算)

資源含有量ボーリングデータの編集 各種条件より、掘削形状を作成

https://www.engineering-eye.com/category/case/28/34case02.html

固有のニーズに合わせたGEORAMAのカスタマイズで業務を効率化
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GEORAMAカスタマイズ事例

電力系B社

ニーズ・課題点

地質断面図を作成時の繰り返しの作業を自動化して省力化につなげたい

R-115
EL.10.00
R.100.00
Pr.

R-116
EL.10.00
R.100.00
Pr. R-116

EL.10.00
R.100.00
Pr.

地質A

地質B

地質C

交差断面A

交差断面B

交差断面C

平面図

ボーリング情報
交差断面情報

ボーリング図面
ボーリング情報

交差断面図
交差断面情報

１ 2 3
平面図から情報抽出 ボーリングの図化 交差断面図の図化

CADの単純作業をワンボタンクリックで自動化するツールを開発

作成

断面図 断面図
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最後に

繰り返しの作業を自動化して、
省力化できないものか

GEORAMAにこんな機能・
サービスがあればよいのに

ニーズBefore After

業務効率化

業務自動化ツール
の導入

GEORAMAの独
自カスタマイズ

GEORAMAのコ
ンテンツ強化

GEORAMAの機
能追加

GEORAMAの進化

ソリューション
の提供
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